
様式（改正省令附則第３項第２号関係）

地下貯蔵タンク等の在庫の管理及び危険物の漏えい時の措置に関する計画届出書

	年　　月　　日

　　　美　作　市　長　殿

届　出　者

住　所　　　　　　　　　　　　　（電話　　　　　）

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	設置者
	住所
	
	電話

	
	氏名
	

	製造所等の別
	
	貯蔵所又は

取扱所の区分
	

	設置の許可年月日

及び許可番号
	年　　月　　日　　　第　　号

	設置場所
	

	在庫管理に従事する者の職務及び組織
	別紙

	在庫管理に従事する者に対する教育
	別紙

	在庫管理の方法
	別紙

	危険物の漏れが確認された場合に取るべき措置
	別紙

	その他必要な事項
	

	※　受　　付　　欄
	※　備　　　　　　　　　　　　　　　考

	
	


備考　１　この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。

　　　２　法人にあっては、その名称、代表者氏名及び主たる事務所の所在地を記入すること。

　　　３　※印の欄は、記入しないこと。

別紙　１

適正な在庫管理を実施し、危険物漏洩事故防止を図る計画

１　在庫管理実施者の職務及び組織

（１）適正な在庫管理を実施するにあたり、次表のとおり在庫管理を担当する責任者及び副責任者（以下「在庫管理者」という）を定める。

（２）在庫管理者は、この計画に基づき危険物の適正な在庫管理を実施するとともに、常に危険物の漏洩事故防止に努める。

	在庫管理責任者
	氏名： 

	在庫管理副責任者
	氏名： 

	在庫管理副責任者
	氏名： 


（３）在庫管理の対象設備（該当□へ✔を記入する）

　　　本計画における在庫管理の対象設備は下記のとおり（配置は添付図参照）

□　地下貯蔵タンク　　　
	ﾀﾝｸNo.
	油種名
	容量（kl）
	構　造
	設置（変更）完成検査交付年月

	1
	ｶﾞｿﾘﾝ・灯油・軽油・重油・（　　）
	
	一重殻・SF二重殻・FF二重殻
	

	2
	ｶﾞｿﾘﾝ・灯油・軽油・重油・（　　）
	
	一重殻・SF二重殻・FF二重殻
	

	3
	ｶﾞｿﾘﾝ・灯油・軽油・重油・（　　）
	
	一重殻・SF二重殻・FF二重殻
	

	4
	ｶﾞｿﾘﾝ・灯油・軽油・重油・（　　）
	
	一重殻・SF二重殻・FF二重殻
	

	5
	ｶﾞｿﾘﾝ・灯油・軽油・重油・（　　）
	
	一重殻・SF二重殻・FF二重殻
	


□　地下埋設配管　
	タンクNo
	油　種　名
	地下埋設部分の延長距離

	
	
	
	m

	
	
	
	m

	
	
	
	m


	
	
	
	m

	
	
	
	m


□　漏えい検査管　　
	タンクNo.
	設置箇所数
	タンクNo.
	設置箇所数

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


２　在庫管理者に対する教育　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）危険物保安監督者は在庫管理者に対して、毎年　月に次に掲げる内容の教育を実施する。

①　点検義務等に関する基本的事項

　・点検実施計画書の意義・目的の理解

　・点検管理に関する消防法の理解

　・点検管理の対象となる設備の理解

②　在庫管理の点検方法及び記入方法

③　漏えい検査管の点検方法及び記入方法

④　異常時の対応

　・異常の判断基準の理解

　・異常時対応手順の理解

３　点検方法

（１）危険物の貯蔵又は取扱数量の１／１００以上の精度で在庫管理を行うことにより、１週間に１回以上危険物の漏れを確認する。

（２）漏えい検査管点検方法

・漏えい検査管により１週間に１回以上危険物の漏れを確認する。

・専用工具又はプライヤー等を使い、蓋を開ける。

・漏えい検査管内に３～５ｍ程度の金属製巻尺又は棒を挿入し、金属製巻尺等に油分が付着していないか臭い又は目視で確認する。

（３）在庫管理の方法

ア　在庫管理を実施する際の在庫量の測定方法は、それぞれ下記の測定機器・器具を用いて行うこと。（該当□へ✔を記入する。）

□　遠隔式液面計

　　・遠隔式液面計は、タンク容量に対して１／１００以上の精度の目盛りが刻まれたものを使用する。

（例：１０ｋlタンクの場合は、最小目盛り１００Ｌで刻まれたものを使用する。以下同じ。）

・地下タンクに内蔵された液面感知装置と屋内に設置された液面表示装置が有線又は無線で遠隔通信されている。屋内の液面表示装置の数値を読み取り、在庫量を計測する。計測したデータは、必要に応じプリントアウト（印刷）して確認することができる。

□　タンク直上式液面計
　　・タンク直上式液面計は、タンク容量に対して１／１００以上の精度の目盛りが刻まれたものを使用する。

　　・地下タンク上部に設置された液面計測器の数値を読み取り、在庫量を計測する。

　　　計測に当たっては、液面計が設置されているタンク上部マンホールを開け、液面計の数値を直接読み取る。

　　　読み取り誤差がでないように、必ず液面計の真上から計器の数値を確認すること。

□　検尺捧
　　・検尺捧は、タンク容量に対して１／１００以上の精度の目盛りが刻まれたものを使用する。

　　・タンク上部マンホール内に設置されている検尺口を開け、専用の検尺捧を地下タンクの底板に当たるまで静かに挿入し、速やかに引き上げ、検尺捧の液面付近に、油に反応（変色）する薬剤を塗布して計測すると、より読み取りやすく、正確に計測できる。）

　　・ローリー荷卸し時や直後は、地下タンクの液面が揺れているので、在庫量の計測は行わない。

　　・在庫量の読み取りは、検尺捧に付着した油の位置を読み取ることとするが、付着した油の位置が目盛りの間にある場合は、目盛りで目盛り間を１０等分して読み取るようにする。

　　　（例：１０ｋlタンクで、５１００Ｌと５２００Ｌの間に、付着した油の位置がある場合に、その位置がほぼ中間であれば、５１５０Ｌと読み取る。）
　　　　

※　昭和６２年4月３０日以前の地下貯蔵タンク（昭和６２年３月３１日政令第８６号附則第３項）にあっては、政令第１３条第１項第８号の２後段に定める「タンクの底板にその損傷を防止するための措置」が講じられていない場合があるので、検尺捧の使用によってタンクの底板が貫通するおそれがあるものについては、液面計の取り付けを指導いたします。

　　昭和６２年５月１日以降の地下貯蔵タンクにあっては、タンク図面を確認し同号の「タンクの底板にその損傷を防止するための措置」が講じられていない場合は、検尺捧を使用しての在庫管理は行えません。
　　

イ　在庫管理点検表を５に定め、結果を記入すること。

４　危険物の漏れが確認された場合に取るべき措置

（１）以上の判断

　　ア　在庫管理時の異常

　　　・週１回以上実施する在庫管理において著しい増減が発生した場合は異常と判断する。判断基準は、５による。


　　イ　漏えい検査管点検時の異常

　　　・挿入した金属製巻尺等に著しい油分の付着が認められた場合は、異常と判断する。

　　　・漏えい検査管から著しい油臭がするか、又は挿入した金属製巻尺等に著しい油分

　　　　の付着が認められた場合は、異常と判断する。
（２）異常時の対応

　　　　　　　　①報告　　　　　　　　②依頼

異常の疑い　　　　　　異常の判断　　　　　　詳細検査　　　　　　④修理・取替

（点検実施者）　　　　 （所有者等）　　　　 （専門業者）　　　　　（所有者等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　③異常個所の特定　　　　　　　申請　　　許可

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所轄消防署

①　点検実施者は、（１）ア及びイに記されている異常が疑われた場合は、速やかに所有者等へ報告する。

②　所有者等は、点検実施者から報告された「異常の疑い」が油漏えいによる異常であると判断された場合は、速やかに所轄消防署に報告するとともに、専門業者に詳細検査を依頼する。

③　専門業者は異常個所の特定を行い、所有者等へ報告する。

④　所有者等は所轄消防署と相談の上、適切な修理・取替を計画し、申請、許可を受け、復旧工事を実施する。

５　在庫管理点検表（該当□へ✔を記入する。）

　□　貯蔵を主目的としており、危険物の取扱いが少ないケース（例：非常用発電設備の燃料タンク等）

　　　異常の判断基準は、増減率が１％以内であるかどうかを確認する。

	タンク番号
	油種
	
	タンク容量
	kl
	点検実施者


	月
	漏えい検査管の点検
	実在庫量
	点検時の実在庫量
	ローリー等からの受入後の実在庫量
	稼働後の実在庫量
	増減率

	
	〈注〉
	前回の実在庫量Ａ

今回の実在庫量Ｂ
	C
	D
	E
	

	
	
	C・D・Eを再掲
	
	
	
	(A－B)÷B%

	
	
	
	
	
	
	


　　　〈注〉　　正常、　異常、　異常の対応、　修理済み

　□　地下貯蔵タンクの燃料を消費するケース（例：ボイラー又はバーナー等の燃料タンク）

稼働時間からの消費量等を含めた計算在庫量から実際に測定を行った在庫量を差し引いて算出したものを、計算在庫量で除した数値により、在庫量の変動が継続的に異常現れるかどうかを確認する。

異常の判断基準は、増減率１％＋（　　）Ｌとする。（括弧内は５００Ｌ以下）

	タンク番号
	油種
	
	タンク容量
	kl
	点検実施者


	月
	漏えい検査管の点検
	実在庫量
	ローリー等の受入量
	※稼働時間からの消費量等
	計算在庫量
	増減率

	
	〈注〉
	A
	B
	C
	D
	E

	
	
	
	
	
	(前回のD+B－C)
	(D－A)÷A%

	
	
	
	
	
	
	


　　　〈注〉　　正常、　異常、　異常の対応、　修理済み

※　稼働時間からの消費量とは、ボイラー等の１時間当たりの消費量×稼働時間、又は積算流量計消費量がわかる機器を備えている場合はその量とする。

　　□　日常的に危険物の取扱いが行われるケース（例：給油取扱所の専用タンク等）

在庫の増減量（計算上の在庫量から実際に測定を行った在庫量を差し引いて算出したもの）を取扱い総量（例えば、取扱い機器に設置した積算流量計等の計量機器により計測したものが該当する。）で除した数値により、在庫量の変動が継続的に一定期間異常現れるかどうかを確認する。

異常の判断基準は、累計増減率１％＋（　　）Ｌとする。（括弧内は５００Ｌ以下）

	タンク番号
	油種
	
	タンク容量
	kl
	点検実施者


	月
	漏えい検査管の点検
	始業前の在庫数量
	ローリーからの受入数量
	計量機からの販売数量
	計算在庫量
	終了後の実在庫量
	本日の増減量
	計量機からの販売量累
	増減量の累計
	累計

増減率

	
	〈注〉
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ
	Ｆ
	Ｇ
	Ｈ
	Ｉ

	
	
	
	
	
	A+B－C
	
	E－D
	前日のG+C
	前日のH+F
	(H÷G)%

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　　〈注〉　　正常、　異常、　異常の対応、　修理済み
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